貯蓄を安全にするためにとった行動と今後の対応
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　貯蓄をより安全にするために「何らかの行動をとった」世帯は約３割。また、「今後何らかの行動をとるつもり」とする世帯は約６割に達した。具体的な行動内容をみると、これまでの経験については「信用度の高い金融機関への預け替え」が最も多いが、今後の対応については「信用度の高い金融機関に預け替え」と「安全性に関する情報収集」が多く、両方とも３割近くに達している。

預金保険の認知度

　預金保険制度（注）を知っているかどうかを尋ねると、前年と比べ「内容まで知っている」が＋4.4％ポイント、「見聞きしたことはある」が＋7.1％ポイント増加して、預金保険制度の存在を知っている世帯が全体の3分の２を占めるようになった。

　また、預金保険制度の認知度と安全に関する行動の関係をみると、預金保険の認知度が高い世帯ほど、安全に対して行動した経験を持つ世帯も多いことが分かる。

（注）預金保険制度とは、金融機関が破綻した場合に預金者を保護する仕組み。平成１３年３月末までは、特例措置を講じて預金取扱金融機関の預金等を全額保護できるようにしているが、平成１３年４月以降は、１金融機関ごとに元本1,000万円までを最低限保証するように保護の内容が変わる。

（図表）安全に関する行動の経験と今後の対応





（図表）預金保険の認知度





（図表）具体的な行動内容（複数回答）





（預金保険の認知度と安全に関する行動）








